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講義の目的と性格
　観光研究所が2011年に設置した「観
光新領域研究プロジェクト」では、世
界がいま注目する都市「東京」の魅力
を支える都市開発と商業を対象に、人
を動かす高品質な魅力と都市開発にお
ける観光関連施設への投資（アセット
マネジメント）についてそれぞれに研
究会を設けて研究している。
　その成果はもちろん出版物として世
に問われるが、次世代を担う学生へ教
育の機会を通じて提供することとなっ
た。この二つの授業はその一環であ
る。全学生を遍く網羅することが出来
るカリキュラムが総合科目であり、持
ち込み企画が可能なのは主題別Bであ
る。招聘する講師の都合を考慮し、
金曜日の5時限に開講することになっ
た。
　これが、これら二つの授業の目的と
経緯である。しかし、これが実現でき
たのもひとえに全学共通カリキュラム
事務室ならびにメディアセンターのご
協力の賜物である。
授業の展開
　観光学の研究と教育の特徴は、よく
学際性と言われる。多くの場合、社会
に先に存在する問題を体験することか
ら研究や教育の課題が生まれると言
うことである。まさにフィールドワー
ク型である。先に述べた観光研究所の
研究会では、1年以上かけて関連業界
の方々を講師にセッションを重ね、ま
ず議論の対象と環境を確定した。そし
て、次に研究課題とアプローチを組み
立てていく作業が行われている。二つ
の授業では、この過程のごく最初を紹
介し、体験する内容となっている。
　授業では、毎回関連する業界からゲ
ストスピーカーを招聘し、「ラグジュ
アリー・ブランド・ビジネスとは」あ
るいは「ホテル・アセット・マネジメ
ントとは」をテーマにご自身の考え方
を、60分で解りやすく語っていただい
た。その後の30分を使い、池袋と新座
の担当教員がゲストスピーカーと討論
を行い、さらに教室の学生との質疑応
答を行う流れとなっている。これは、
レベルに差があるが、昨年行われた研
究会を教室で学生が追体験できる内容
となっている。
　例えば、ラグジュアリー・ブランド
に関わるビジネスは多く、専門店ばか
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りでなく百貨店や商社も関係する。さ
らに、その組み合わせは歴史的にも変
化して来たのである。そのことによっ
て、世界のラグジュアリー・ブランド
市場における「東京」のポジショニン
グにも変化（上昇）したのである。高
品質の商品を高品位なサービスととも
に高価格で販売するラグジュアリー・
ブランドのビジネスは、現在の観光産
業に不可欠なものであるが、そのビ
ジネスモデルは十分に解明されておら
ず、既存の観光産業への移転も進んで
いない。
　多方面から招聘されたゲストスピー
カーのお話しをもとに、担当教員（立
教）がビジネスを鳥瞰し基礎から課題
を組み立てる作業（ゲストスピーカー
との討論）を学生は体験していくので
ある。
効果と課題
　受講態度について授業の最初に合意
を得た事や講義がダイナミックなこと
も手伝ってか、大変に静粛に授業は進
み、受講者からの質問も学部横断的な
多様さを持ち、初歩的なものから専門
的なものまで多岐に及んだ。おそらく
彼らは、総合大学に学ぶ面白さ、学年
が進行することで深まる知識の奥行き
をリアルに体験したに違いない。とも
すれば、全学共通カリキュラムが大学
教育の基礎教養に限定される傾向が強
い中で、縦にも横にも大学教育をかき
混ぜる本来の力強さを発揮することも
必要で、この授業がわずかでも寄与出
来れば幸いなことである。
　授業は、講義時間の前の時間も使い
準備を行う事からメディアセンターの
ご努力に依るところが非常に大きく、
即座にこの形式を他の授業に拡大する
のは難しいと考えられる。他方でソー
シャルメディアに馴れた学生世代にと
り、遠隔共同講義システムで学ぶこと
自体に違和感は無いようである。
　今後の課題は、やはりワンマンでは
とても無理な現在のシステムをよりハ
ンドリング良いものに改善することで
あろう。そして、同時に今回は成功で
あったが、どのような授業を展開する
ことがこのシステムにマッチしている
かを吟味検討することではないだろう
か。
むらかみ　かずお
（本学観光学部教授）
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